
526鮒 一BCGノ 販 攣 的研究 【第14re

BCGノ 免疫學的研究

第5報:實驗 的 眼結 核ニ 於 ケル最大 免疫 程 度 ノ

獲 得 テ目標 トナセルBCG卜BCG

「コ クチ ゲ ン」トノ比較

京都帝國大學醫學部外科學研究室(鳥渇敏授指導)及ビ眼科學研究室(盛敏授指導)

大學院學生 醤學1:奥 村 吉 文

緒

本 研 究 ノ第4報 ニ テ ハ家 兎 ノ前 眼 房 内 へ人 型結

核 菌 テ途 入 シテ以 テ結 核 感 染 ラ來 サ シム ル實験

二於 テ、 豫 防的 二生BCG菌 テ静脈 内 へ注射 シ

タ リ ㍉場 合 ニハ、 一 定 ノ感染 豫 防数 果 アル モ ノ

タル コ ト明 白 トナ リタ リ。

余 等 ノ與 ヘ タル要約 ノ下 二於 テ最 大 豫 防 数 果 テ

基 グル 鵬 ニハ鳥 潟 教授 沈 澱 計 ニ テ5度 臥 即 チ

約0.0035耗 ノBCG菌 禮 テ 静 脈 内 へ 注 射 スル

コ トラ要 シ、 菌 量 ガ コ レ以 上或 ハ コ レ以 下 ナ ル

時 ハ免 疫 数 果 ハ却 テ小 ナル モ ノナ ル コ トモ亦 立

誼 セ ラ レタ リ。

蓋 シー 切 ノ免疫 元性 物 質 二關 シ テハ、 最 大 ノ数

果 テ基 ゲ得 ル好 適 ノ用 量 ガ アル モ ノニ シテ、免

疫 元 テ使 用 ス ル分 量 ガ大 ナ レバ大 ナル程 、 多 々

盆 々無 制 限 二免 疫 敷 果 ガ大 トナ ル次 第 ノモ ノニ

テ ハ非 ザ ル ナ リ。

言

此 故 轟二 種 類 ノ免 疫 元 性 物 質 ノ敷 果 ラ正 雷 二比

較 セ ン ガ爲 一ハ 各種 ノ免 疫 元 性 材料 ガ達 成 シ得

ル極 限 ノ数 果(即 チ最大 免 疫 程 度)テ 封 比 セ ザ ル

ベ カ ラザ ル モ ノナ リ。 免 疫 元 ノ数 果 ラ云 々 ス ル

者 ハ多 シ。 然 レ ドモ從 來 此 ノ如 キ見地 二立 脚 シ

テ比 較研 究 テ逐 ゲ タ ル者 ハ無 シ。 是 レ本 研 究 ノ

必 要 アル所 以 ナ リ。

BCG二 就 テ ハ 既 ・-5度 目菌盟 ガ 最 大 免 疫 程 度

ラ獲 得 セ シム ル コ トガ明 白 トナ リタル テ以 テ、

余 等 ハ今弦 二BCGヨ リ得 タ ル「コ クチ ゲ ン」テ

以 テ ノ豫 防 数 果 ガ爾 他 同 一 條 件 ノ下 二於 テ生 菌

ノ達 成 シ得 ル最大 免疫 程 度 ラ凌 駕 シ得 ル ヤ、 或

ハ到 底 其 ノ程 度 二到 達 シ得 ザ ル ヤ否 ヤ テ確 カ メ

ン ト欲 ス ル モ ノナ リ。 此結 果 如何 ニ ヨ リテ 「コ

クチ ゲ ン」及 ピ「イ ムペ ヂ ン」學 読 ノ 主 張 ノ 當 否

ガ判 定 セ ラル ベ キナ リ。

實 験 材 料

1)生BCG5度 目菌液(豫 防 注 射 用)

2)人 型 結 核 菌 液(感 染 實 験 用)

1)及 ピ2)ハ 第4報 二示 サ レタ リ。

3)BCG「 コ クチ グ ン」

BCG菌 禮 テ 「グ リセ リンJ加 肉汁370C1.5個 月

培 養 ヨ リ探 取 シ、乳 鉢 ニ テ強 キカ テ加 フル コ ト

無 ク1時 間 摺 リ潰 シ、0.5%石 炭 酸 加0.85%食

盤 水 二浮 游 セ シム。 該 液1.0蝿 中 ニハ鳥 潟 教授

沈 澱 計 ニテ6度 目即 チ 約0.0042琵 ノ 菌 渣 ラ含

ム。 コ ノ菌 液 テ100℃ ノ重 湯 煎 中 一 テ30分 間

煮 沸(第3報)シ タル後 、遠 心 沈澱 セ シ メ、ソ ノ上

澄 ラ更 二陶 土 濾 過 器 ニテ濾 過 シタル モ ノナ リ。
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實 験 方 法
1

第4報 ト全 ク同一 ナ リ。BCGテ 以 テ 前幽 置 ラ

行 ヒタル家 兎 ト、BCGrコ クチ グ ン」テ以 テ撒 防

注 射 テ行 ヒタル家 兎 トハ、 同時 同列 二同 一條 件

ノ下 二飼 養 シ、 同 一 ノ生結 核 菌 浮游 液 テ以 テ同

時 二(順 次 二)前 房 内感 染 テ行 ヒ タル コ トハ言 ヲ

挨 タザ ル所 ナ リ。

實 験 第1.生BCG菌 免 疫 家 兎

第1表

ノ 前 房 内 人 型 結 核 菌 威 染 試 験

5度 圓生BCG菌 液1.ovee1群3頭 ノ家 兎 ノ

耳 艀脈 内 へ注 射 ヒル後b6週 間 ヲ縄 テ左 眼 ノt

-=前 房 穿 刺3rul-7行 フ(第4報 琴 照)。 最 後 ノ穿

刺 ヨ リ41111一 生 人 型 結 核 菌 浮游 液cO.15耗 宛

ラ左 右 雨1恨 ノ前 房 内 へ注 入 シ左1恨 ノ縄過 ラ観 察

セル ニ第1表 ノ所 見 ヲ得 タ リ。

生BCG5度 目免疫 家兎群 二於 ケ'レ前眼房内人型結核菌注入後 ノ所 見(實験 第1)
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1)総 テ虹 彩二於 ケル病愛 ナ リ

所 見 概 括

生BCG菌 液5度 目免疫家兎ニアリテハ入型結

核 菌前房内感染 ノ結果第1表 二示サ レタル如

ク、下 ノ如キ経過ラ示 シタリ。

第1日 目(感染注射 ノ翌 日)。1頭 ハ輕度、1頭

ハ中等度、1頭 ハ強度 ノ毛檬充血 アリ。

第2日 目。前記充血幾分減退 セルカノ感 アリ。

第3日 目。第1-2日 目ニハ訣如セ ル虹彩 ノ充

血ガ2頭 二中等度二謹明サル。

其後毛様充血及 ピ虹彩 ノ充血ハ次第二減弱セル

モ猶ホ輕度ナガラ第6日 目迄持績 セリ。

第7-8日 目。毛様充血及ピ虹彩 ノ充血ハ全 ク

消 退セリ.

第9日 目。 毛様 充 血 ハ1頭 二輕 度 、1頭 二 中等

度 二現 ハ ル。 虹 彩 ノ充 血 ハ1頭 二輕 度 二出 現 セ

リ。Kn6tchen(0-2-6)、Tuberkelハ 未 グ之

テ認 メズ。

第10日 目。 第9日 目 一比 シ 毛様 充 血及 ピ虹 彩

ノ充 血 ハ ソ ノ度 テ檜 セ リ。EPチ 毛 様 充 血 ハ2頭

二輕 度 、 虹 彩 ノ充 血 ハ2頭 二輕 度 、1頭 二中 等

度 二出現 セ リ.Kn6tchenモ ソ ノ撒 テ 」曾 シ、

Tuberkelモ3頭 全 部 二 出現 セ リ。Kn6tchen

(11-17-一一一30)、Tuberkel(3--5-8)。

第12日 目。 毛様 充 血 及 ピ虹 彩 ノ充 血 ハ第10日

目 ト大 差 ナ キ モ 幾 分 増 大 セ リnKn6tchen(6一
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12-17)、Tuberkel(5-7-14♪ 。

第14日 目。 毛 様充 血 及 ピ虹彩 ノ充血 ハ第12日

目 ヨ リ更 二張 度 トナ レ リ。Kn6tchen(7-9-

25)、Tuberkel(2-4-7》EPチ 傲 ハ却 テ減 少 セ

リ。

第16日 目。 毛 様 充 血 及 ピ虹 彩 ノ充 血 ハ第14日

目i比 シ幾 分減 少 セ リnKn6tchen(3--3-7)、

Tuberkel(2-10-13)。

第18日 目。 毛様 充 血及 ピ虹 彩 ノ充 血 ・・第18日

目 ト大 差 ナ シ。Kn6tchen(3-一 一15--23)、Tuberkel

(2-3-8)、 虹 彩 ノ搬 痕(O-3-13)。

第20日 目。 毛 様充 血及 ピ虹 彩 ノ充 血 ハ著 シク

減 退 ス。Kn6tchen(15-2(P27)、Tuberkel(2

-2-3)
、 虹彩 ノ搬 痕(O-4-15)。

第22日 目。 毛様 充 血 程 度 ハ第20日 目 ト同様 。

虹 彩 ノ充 血 ハ3頭 全 部 全 ク消 失 セ リ。Kn6tchen

第2表

(7-8-15)bTuberkel(2-3--7)、 虫[彩 ノ搬 痕

(0-0-=-4)。

第24日 目。 凡 テ,炎 症 性 病 璽 軽 度 ト ナ ル・

Kn6tehen(5-・5--8)、Tuberkel(0-1-2).虹

彩 ノi廠痕(O--O-一 一4)。

第26日 日。 毛様 充 血 及 ピ虹 彩 ノ 充 血 ハ認 ノ 得

ズ.Kn6tchenモ1鉄 、Tuberke11頭 一1個

存 ス、ノレノ こo虹 彩 ノ廠 痕(0-1--4♪o

實 験 第2.BCG「 コ ク チ ゲ ン1免 疫

家 兎 ノ 前 房 内 人 型 緋 核 菌 威 染 試 」験

BCGrコ ク チゲ ン」1.0耗 ラ1群3頭 ノ家 兎 ノ耳'

艀脈 内 へ注 射 シb6週 間 ラ経 テ、 左 眼 ニ ノE前

房 穿 刺 テ行 フ コ ト3回,次 デ 人型 結 核 菌0・15姥

宛 テ左 右 雨 眼 ノ前 房 内 へ注 入 シ、 即 チ實 験 第1

ト爾 他 全 ク同 様 二盧 理 シ左 眼 ノ経 過 ヲ観 察 セル

ニ第2表 ノ所 見 ラ得 タ リ。

BCG「 コ〃チゲン」(6度 目BCGヨ リ製 出)ヲ以 テ免疫 前虜置 ヲ

受 ケタル家兎 ノ前眼房内人型結核菌感染後 ノ所 見(實験第2)
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1)纏 テ虹 彩 二於 ケ ル病 璽 ナ リ。2)「 コ クチ ゲ ン」免 疫 家 兎 ニテ ハNarbeヲ 生 セ ズ.

所 見 概 括

第2表 ノ結 果 ヲ概 括 ス レバ 下 ノ如 シ。

第1日 目(印 チ感 染 ノ翌 日)。2頭 二中等度 、1

頭 二強 度 ノ毛 様 充 血 ア リ。 虹彩 ノ充 血 ハ1頭=

中等 度 二現 ハ レタ リ。
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第2日 目。毛様充血モ虹彩 ノ充血モ殆 ンド消退

セ リ。

第3日 目。 毛 様 充 血 ハ1頭 二樫 度 ニ アル ノE。

.虹彩 ノ充 血 ハ1頭 二中等 度 、1頭 二強度 一一・lt:セ

リ。

第4-5日 目。 毛様 充 血3頭 全 部 二漕失 、虹 彩 ノ

充 血1頭 ニ アル ノ ミ、2頭 二潰 失。

第6日 目。 再 ピ2頭 二軽 度 ノ毛機 充 血及 ピ虹 彩

ノ充 血 現 ハ ル。

第7-8日 目。 毛様 充 血及 ピ虹彩 ノ充 血 ハ 殆 ン

ド全 ク消失 セ リ.

第9日 目。 依 然 毛様 充血 及 ピ虹彩 ノ充 血 ナ シ。

虹 彩 二初 メテKn6tchen(O-0--1♪ ラ生 ゼ リ。

・第10日 目。 毛様 充 血 ハ1頭 二軽 度 、1頭 二 中等

度 二出現 。 虹 彩 ノ充 血 ハ2頭 二軽 度 二、1頭 二

中等 度。Kn6tchen及 ピTuberkelハ2頭 二出

一現 。 即 チKn6tchen(O-3-一 一一18)、Tuberke1(O-

1-3,。

第12日 目。 毛様 充血 及 ピ虹彩 ノ充 血 ハ第10日

目 ト大 差 ナ シ。Kn6tchen(9-一 一10-23)、Tuberke1

(0-・2-3)。

第14日 目。 毛 様 充 血 ハ前 日 ト殆 ン ド 同様 ノ 彊

サ ナ リ。2頭 二輕 度 、1頭 二 中等度 、 虹彩 ノ充

血 ハ更 一 ソノ度 テ檜 進 ス。 即 チ2頭 二中等 度 、

1頭 二輕 度 。Kn6tchen`9・ 一一22-24》 、Tuberkel

`2--5-8)。

第16日 目。 毛 様流 血 ハ1頭 二輕 度 、1頭 二 中

等度 。 虹彩 ノ充 血 ハ 皐頭 全 部 二中等 度 二存 ス。

Kn6tchen(4-12-21)bTuberkel(0十3)
。

第18日 目。 毛檬 充 血 及 ピ虹 彩 ノ 充 血 ハ 幾 分 減

退 セ リ。Kn6tchen(7-14-17)、Tuberkel(O-

10-2)
。

第20日 目。 毛檬 充 血及 ピ虹彩 ノ 充 血 バ ー 層 著

シ ク減 少 ス。Kn6tchen(8-10-18♪
、Tuberkel

ハ消失 セ リ。

第22日 目。 毛檬 充 血及 ピ 虹彩 ノ充 血 ハ1頭 ノ

zニ ア リ2頭 二訣 如。Kn6tchen(9-16-17)
、

Tuberkel(O-0-≒2♪ 。

第24日 目。 毛 様充 血 ハ3頭 全 部 二 訣 如 。 虹 彩

1)→

2)→

3)→
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42140・19502083

52200202

622202010

7i225020702197

82300213050

ii-i灘 霧i
-1-

13!245023602120

一80

-57

一7

-14

十60

十63

十100

十153

十113

十173

十173

十193

十213

1

-3

-27

十3

十 ●

子痂
十

十7

十5

十82

十82

十92

十101

1)BCG「 コ ク チ ゲ ン」i.v.注 射

2)前 房 穿 刺 開始(3-4日 毎 二1回 、3同 施 行)

3)第3同 目 ノ前 房 穿 刺 後4日 目 二生結 核 菌

ヲ前 眼 房 内 へ注 射 ス。
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第1圃 小BCG家 兎 及 ビBCG「 コ 〃 チゲ ン」寡 兎 ノ

髄 繋 ノ推 移(各 群:3颯 不 均)

'1.生BCG家 兎、 ∬,BCGfコ ク チ ゲ ソJ寮 」蒐'

Inf.=免 疫 前PtiV.gリ7週 間縄 過 後前 眼 房 内 へ 同 一・量 ノ

人 型 紹 核 菌 ヲ注入 シ感 染 セ ヴメ タ リ

訳

、
矯
蔓

へ
曲

臨

↑

一免疫元注射 ヨリ経過 シタル週間 ノ倣

!?i塗i皇 璽

0-0免 疫元注射 直前 ノ盟重 ヲ1.0ト ス。

1)第1週 第1日 二於 テ各免疫 元 ヲ注射ス。

2)P.第7週 第1日 二於 テ第1回 前房穿刺.

第4週 第2回 、第8週 第10第3回 穿刺。

3/Inf.第3回 穿刺後第4日 臥 卸 チ第8週 第4日 目二

統一的 二結核 菌 ヲ前房 内 二注射 ス。

4)實 験 的観察 完了。

ノ充 血 ハ1頭 一 ノ ミ輕 度 二存 ス。Kn6tchen(2-

9--11♪ 、Tuberkel(0--O-1)。

第26日 目。 毛様 充 血 虹 彩 ノ充 血 、Kn6tchen,

Tuberkelハ3頭 全 部 悉 ク消失 セ リ。

BCG生 菌 免 疫 家 兎 及 ピBCG「 コ ク

チ ゲ ン」免 疫 家 兎 ノ禮 重 ノ推 移

所

BCG「 コ クチ ゲ ン」1.0琵 耳 静脈 二注 射 セル 免 疫

家 兎 ハ注 射 後1週 間 目バー 盟 二盟 重 減 少 セ リ。

然 レ ドモ2週 目 ヨ リ次 第 二禮重 ハ檜 加 シ來 リー

般 二検 査 終 了 二至 ル マ デ上 昇 セ リ。

BCG生 菌液 又 ・・BCG「 コ クチ ゲ ン」ラ家 兎 ノ耳

静 脈 内 へ注 射 シ テ ヨ リ、 實 験 終 了 二至 ル マ デ、

即 チ約13週 二亙 リテ 艦 重 ノ 移 動 テ1週1回 宛

計 量観 察 セル ニ第3表 、第4表 及 ピ第1圖 デ得

タ リ。

見

BCG生 菌 液5度 目1.0耗 耳静 脈 二 注 射 セル 冤

疫 家 兎 ハ注 射 後1週 間 目 ヨ リ検 査 終 了 二至 ル マ

デ艦 重 ハ 次 第 二檜 加 シ、 ソ ノ檜 加 李 ハ 「コ クチ

ゲ ン」動物 ヨ リモ却 テ優 リ タ リ.
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試獄剖樵所見

以 上2群 ノ賞 験 家 兎 卜同 時 二別 二BCGrコ クチ

ゲ ン」冤 疫 家 兎 トBCG生 菌 液 免 疫 家 兎 トテ用

意 シ置 キ、 前 房 内 二前 實験 ト同様 人 型 結 核 菌 チ

感 染 セ シメ、之 テ第12-4--6-8-10-12週 二於

テ各 々1頭 宛 撲 殺 シ剖 検 セル ニ眼 紹 核 ノ以 外 一・.

ハ他 部 ノ臓 器 ノ結 核 性 病 璽 テ(肉 眼 的 昌)認 ノ ザ

リキ。

所見綿括粒 ピニ酎究

以 上實 験 第1及 ピ第2ノ 主要 ナ ル所 見 テ線 括 セ ル ニ第5表 ノ結 果 ラ得 タ リ。

第5表 生BCG家 兎 トBCG「 コクチゲ ソ」家 兎 トニ於 ケ2v實 験 的眼鯖 核糧度

ノ数宇的表示(全 實験結果 ノ線 括)

生BCG1)

BCG2♪
「コ ク チ ゲ ソ1

Knstchen

91・1・21141・61・8
12・122124i26

只
U

'
=
り

9
旬

.
Z
O

35

一
42

58

一
21

8

一
1 諜

t Tuberkeln

91・11・416

26

一
5

16

一
4

0

一
〇

0

一
〇

18

一
22

30

一
叙 龍

Narben

1812・1・・1・・1,,ll,1,・1214

1

一
〇

3

一
1

12

一
2

7

一
〇

13

一
2

010

τ6

161181・ 24222

6

一
〇

4

一
〇

0
り

0

1

一笥笥0
一
〇

0

一
〇

1)生BCG菌 約0.OO35va(基 液1髭)i.v.注 射

2)BCG菌 約0.oo42蝿 ヨ リ得 タJレ「コク チ ゲ ン」(基液1.ova)i.v.注 射

BCG「 コ クチ ゲ ン」免 疫 家 兎 モBCG5度 目生 菌

液 免 疫 家 兎 モ人 型 結 核 菌 前 房 内感染 後 第1日 目

ヨ リ第6日 目 二至 ル間 、 多 少 ノ差 ハ ア レ ドモ毛

様 充血 及 ピ虹彩 ノ充 血 テ殆 ン ド必 登 的 二俘 フ。

而 シテBCG生 菌 液 ニ ヨ リ免 疫 セ ラ レシ家 兎 ハ

第9日 目 二既 二相 當 度 ノ毛檬 充 血 及 ピ輕 度 ノ虹

彩 ノ充 血 出現 シKn6tchenモ3頭 中2頭 二現 ハ

レタル ニ反 シ、BCG「 コ クチ ゲ ン」家 兎群 ハ毛檬

充 血 及 ピ虹 彩 ノ充 血 ラ認 メ ズ。Kn6tchenテ 生

ゼ ル モ ノ僅 二1頭 ナ リキ。

第10日 目 二至 レバ毛 様充 血及 ピ虹 彩 ノ充 血 ノ

強 サ バ 雨 者 共 同様 ナ レ ドモ、BCG生 菌 液 家 兎

ニ テ ハKn6tchenハ3頭 全部 二現 ハ レタ リ
。

之 二反 シ「コ クチゲ ン」家 兎 ニ テ ハ2頭 二現 ハ レ

タ ル モ、 ソ ノ歎 ハ58:21ノ 比 ニ テ 遙 二少 シ。

Tuberkelモ 亦BCG生 菌 液 家 兎 ニ テ ハ3頭 全

部 二現 ハ レタ ルモ、 「コ クチ グ ン」家 兎 ニ テハ2

頭 ニ ノ ミ現 ハ レタ リ。 且 ツ其 歎 モ16(生):4(煮)

ノ比 ニ テ僅 少 ナ リ。

第12日 目。 毛様 充 血 及 ピ虹 彩 ノ充 血 ハ 雨 者 共

殆 ン ド同 様 ナ リ。Kn6tchenハ 生BCG家 兎 ニ

テ ・・(6-12-17)「 コ ク チ ゲ ン」家 兎 一 テ ハ(9-

10-23)ニ シ テ、42(煮):35(生)ノ 比 ニ テ 「コ ク

チ ゲ ン」家 兎 ノ方 ガ 多 撒 トナ レ リ。Tuberkelハ

生BCG側 「コ ク チ ゲ ン」側 ハ(0-2-3)aシ テ

26(生1:5(煮 ♪ノ比 二於 テ 「コ ク チ ゲ ン」家 兎 ノ方

ガ顯 著 二 少 激 ナ リ。

第14日 目 二至 レ バ 毛 様 充 血 ハ 雨 者 殆 ン ド 同 様

ナ ル モ 、 虹 彩 ノ充 血 ハ却 テ 幾 分 「コ ク チ ゲ ン」側

二 強 シ。Kn6tchenハ 生BCG側 ニ ハ(7-9-

12)「 コ ク チ ゲ ン」側 ハ(9-22-一 一24》ニ シ テ28(生):

55(煮)ノ 比 ニ テ「コ ク チ ゲ ン」側 が顯 著 二大 ナ リ。

Tuberkelハ 生BCG側(2-4-7)、 「コ ク チ ゲ

ン」側(2-5-8)….シ テ13(生1:15(煮)ノ 比 ナ リ。

第16日 目 。 毛 様 充 血 及 ピ虹 彩 ノ 充 血 ハ 雨 者 殆

ン ド同 様 ナ リ。Kn6tchenハ 生BCG側 ニ ハ

(3-3-17)、 「コ ク チ ゲ ン」側 ニ ハ(4-12-21)ニ

シ テ23(生):37(煮 」7比 、Tuberkelハ 生BCG

側 ニ ハ(2-1(〉-13)、 「「 ク チ ゲ ン」側 ニ ハ2頭 二

鋏 如 シ、1頭 二3個 存 ス ル ノ ミ。 即 チ25(生):3
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(煮)ノ 比 二於 テ「コ クチ ゲ ン」側 ガ纈 著 二少撒 ナ

リ●

第18日 目。 猫 ホ毛 様 充 血 及 ピ 虹彩 ノ充血 ハ 雨

群 動物 同程 度 二存 ス。Kn6tchen・ ・生BCG側

《3--15-23)、 「コ クチ ゲ ン」側 ニ ハ(7-14-17)

.;シ テ41(生):38(煮)ノ 比 ナ リ。Tuberkel・ ・牝

BCG側 ニハ(2-3-8)、 且 ツ吸牧 二伸 ヒテ暗 黒

褐 色 ノ虹 彩 表面 二栗 粒 大 乃 至粟 粒 ヨ リ小 ナル圓

形 灰 白 色 二見 ユル陥 凹 セル斑 鮎 ラ3頭 中2頭`

検 出 シソ ノ撒 ハ(0-3-13)ナ リ。

之 二反 シ「]ク チ ゲ ン」側 ニ ハ1頭 二,こ 絶 シ2

個 ラ敷 フル ノ ミ。 「コ クチゲ ン」ノ免疫 程 度 ハ 生

=テ 「コク チ ゲ ン」側 ガ少 激 ナ リ。

第26同 日。 毛様 充 血及 ピ虹 彩 ノ 充 血 ハ 雨者 共

二全 ク潰退 。Kn6tchen全 ク潰失 。Tuberke1

ハ生BCG側 ニ テ ・・1頭 昌存 在 シ他 ノ2頭;ハ

Tuberkelノ 吸 牧 昌俘 フ「虹彩 ノ廠 痕 」(0-1-4)

存 ス.rコeftiン 」側 二'・Tuberkelモ 虹 彩 ∠

懸 並 」懸 ナリ。生BCG_遡 勉 藪 磁 三

BCG動 物群二比 シ顯著 二大 ナリ。

第20日 目 二至 レパ 生 菌液 及 ピ 「コ ク チゲ ン」動

物 共 二3頭 中2頭 二毛様 充 血 及 ピ虹彩 ノ充 血 快

如 シ、1頭 二 ・E輕 度 二存 ス。Kn6tchenハ 生

BCG側(15--20r27)b「 コ クチ ゲ ン」側 ハ(8-10

-18)ニ シテ62(生):36(煮)ノ 比;Tuberkelハ

生BCG側 ニ ハ(2-2-3)、 虹彩 ノ廠 痕(0-4-

15)。之 二封 シ「コ ク チグ ン」側 ニ テハ此 等 ノモ ノ

全 ク快如 シ且ツ「虹彩 ノ廠痕」テモ認 メ鑑

第22日 目 二至 レバ、 生BCG家 兎及 ピ「コ ク チ

ゲ ン」家 兎共 二毛檬 充 血 及 ピ虹 彩 ノ充 血 殆 ン ド

消 失 ス。Kn6tchenハ 生BCG側 ハ(7--8-15》 ・

rコ ク チゲ ン」側 ニハ(9-16-17)ニ シテ30(生):

42(煮)ノ 比 、Tuberkelハ 生BCG側 一 ・・(2-

{←7♪、 虹 彩 ノ廠 痕(o-o-4)、 「コク チ ゲ ン」側

ニ ハTuberkel(0十2)ニ シテ16(生):2(煮)

ノ比 ニ テ 「コ クチ ゲ ン」側 ガ少数 ナ リ。

第24日 目。 毛 様 充血 及 ピ虹 彩 ノ 充 血 ハ 更 二減

弱 シ、Kn6tchenハ 生BCG側(6-5-'8)・ 「コ

クチ ゲ ン」側(2+11)ニ シテ18(生):22(煮)ノ

比 ナ リ。Tuberkelハ 生BCG側 ニ ハ(0-1-2)・

虹 彩 ノ搬 痕(0-・2--4)、 「コ クチ ゲ ン」側 一一ハ

Tuberke1ノ ミ(0-0-1)即 チ9(生):1(煮)ノ 比

リモ「コクチゲン」動物 ノ菟疫程座ノ大‡ノヒ2上

異 翌 鍾 …三ノ除 地2一 シ」L

毛檬 充 血及 ピ虹 彩 ノ充 血 ハ全 経 過 ヲ通 ジ生BCG

家 兎 ト「コ クチゲ ン」家 兎 トノ間 二殆 ン ド差 異 ラ

認 メズ.第9日 目 二至 リテ雨 者 始 メテKn6tChen

出 現 シ、撒 ハ生菌 液 側(0-2-6)-8ナ ルs反 シ

「コ クチ ゲ ン1側(0-{O--1)=1。 第10日 目 一 ハ

生BCG側 ニ テ・・3頭 全 部 二現 ハ レ タルー反 シ・

「コ クチ ゲ ン」側 ニ テハ2頭 二現 ハ レ タル バ ナ

リ。Tuberkelモ 亦 タ生BCG側 ニ テハ 全部現

ハ レタル ニ反 シ、 「コ ク チ ゲ ン」側 ニハ2頭 二現

ハ レ且 ツ ソ,撒 モ16(1k):4(煮),比 二 於 テ 遙

二少 シ。

一 般 二Tuberkelノ 敷 ハ 「コ クチ ゲ ン」動 物 ニ テ

ハ 生BCG動 物 二於 ケル ヨ リモ全組 ラ通 ジ遙 二

少 ク シ テ.1群3頭 中2頭 二訣 如xル ニ至 ル ハ

生BCG群 ニ テ・・第26日 目 ナル ニ封 シ 「コ ク チ

ゲ ン」群 ニ テ ハ既 二感染 第16日 目 二於 テ3頭 中

2頭 二訣 如 スル ニ至 ル。

生BCG群 ニ テハTuberke1ノ 吸 牧 二俘 ヒテ虹

彩 二灰 白 色 圓形 ノ廠 痕 ラ 生 ズル モ、 「コ ク チ ゲ

ン」群 ニテ ハ か ル コ ト羅 無 ニ シテ 廠 痕 ラ遺 残

ス ル コ ト無 ク シ テ治 癒 二赴 キ タ リ。一

以上 ノ事實 ニヨリテ生BCG(5度 副 菌液 テ以

テ始 メテ達成 シ得ル最大免疫程度 ヨリモ、6度

目菌 ノ100。C30分 間煮沸浸出濾液 ナ ルBCG

「コ クチ ゲ ン」テ以 テ ノ免 疫 程 度 ノ方 ガ顯 著 二大

ナ ル モ ノ タ ル コ トラ認 識 ス ベ キ ナ リ。

結 論

1.生BCG菌 ラ以 テ 達 成 シ 得 ル 『眼結 核 二於 二於 テ ハ5度 目(約0・0035ccm)菌 盟 ナ リキ・

クル最 大 免 疫 程 度』ハ 余等 ノ與 ヘ タル 實 験 要 約2・ 同 一 實 験 要約 ノ下 二於 テ6度 目BCGヨ リ
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51し 日!lt't;生 菌 免 疫 家 兎 前 眼

房 内 人 」監'孫占核 菌 」.入 後2-1日 目

ユ)毛 様 充 血 軽 度
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BCGLコ クチ ゲ ン「免 疫 家 兎 前

眼 房 内 人 型 結 核 菌注 入 後24日

目 〔第2表 参 照)

1)毛 様 充 血 ナ シ

2)虹 彩 ノ充 血 ナ シ

3)Tuberkel(T)】1

4)Kn6tchen(K)1

5)Narben(N)0

♂

実
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100℃30分 間 ノ煮沸(及 ビ陶土 漣 過)ニ ヨリテ得 タル

BCGrコ ク チゲ ン」ノ免疫 敷 果 ハ 前記5度 目生

BCG免 疫 動物 二於 ケル ヨ リモ顯 著 一・・一・大 ナ リキ。

3.此 ノ雨 者 ノ差 別 テ試 獣 虹 彩 二於 ケ ル所 見 ヲ'

以 テ敷 字 上 二表 示 ス レバ下 ノ如 シ。

1.最 大Kn6tchen撒 。 生BCG動 物 ニ テ

ノ、。…62

BCG「 コ クチ ゲ ン」動 物 ニ テハ ・…55

皿.最 大Tuberkel獄 。 生BCG動 物 ニ テ ・・

・…26

BCG「 コ クチ ゲ ン」動 物 ニ テハ ・…15

皿 虹 彩 ノ最 大 廠痕 歎 。 生BCG動 物 ニ テハ

・…19

BCG「 コ クチゲ ン」動 物 ニテ ハ ・… 絶 無。

IV.生BCG動 物 ハBCG「 コ クチ ゲ ン」動 物

二於 ケ ル ヨ リ モ 盟 重 檜 加 ノ程 度 多 少 大 ナ リ

キ。 即 チBCG「 コ ク チゲ ン」ハ生BCG菌 ヨ

リモ全 個禮 二封 スル 榮 養 檜 進能 力(roborier-

endeWirkung)梢1小 ナ ル ガ如 シ。

V.之 ラ要 スルニBCGrコ クチゲソ」ハ生BCG

菌 二比 シ特 轟大 ナル全 身性 毒 作 用 アル 轟非 ズ

シテ而 シ テ免 疫 敷 果 ハ顧 著 二大 ナル モ ノタル

コ トが實 験 的 二直 接 二立 醗 セ ラ レ タ リ。 是 即

チ催 喰 菌作 用 テ示 標 ト爲 セル第1報 一 第3報

ノ賞験 結 果 ト全 クー 致 スル所 ナ リ。

VI.『 結 核 免 疫 ハ 生結 核 菌 ラ 以 テ スル ・・.非ザ

レバ獲 得 セ ラ レザ ル モ ノナ リ』

ナ ド,意 見 テ公 表 スル者 ア リ。 本 邦 ノ學 者 モ亦

タ往 々好 ンデ此説 二追從 セ ン トスル ガ如 シ。 是

等 ハ何 レモ 「コ ク チゲ ン」ラ以 テ ノ封 照實 験 ラ訣

キ タル非學 術 的検 査 ノ結 果 二過 ギザルモ ノナ リ。

本 實験 二於 テハ 雨者 ノ封 比 ニ ヨ リテ生BCGヨ

リモBCGrコ ク チグ ン」ノ方 ガ優 秀 ナル 免 疫 赦

果 テ表 ス モ ノナ ル コ ト ガ 確 謹 セ ラ レタ リ.「 イ

ム ペ ヂ ン」學 設 卜「コ ク チゲ ン」ノ 主張 トガ 眞 理

二合 致 ス ル モ,ナ ル コ トガBCG二 就 テ モ亦 タ

明 白 二立謹 セ ラ レタ リ。
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